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部分否定と全体否定


  「どちらも好きではない」と言うことは、どちらか一方は嫌いだ、と言うことですね。また「全科目が満点というわけではない」というのも、満点ではない科目もある、ということです。これらの表現を「部分否定」と言います。
　今回はこの部分否定と、「どちらも嫌いだ」とか「全科目満点ではない」のような「全体否定」について検討してゆきます。



(1)部分否定と全体否定（一般的な形）
 ①部分否定とその形：「全部（どちらも）～とは限らない」という意味の否定を「部分否定」といいます。この時に用いられる語に、以下のような語があります。
　　　　　　all, both, every, everybody, everyone, everything, 等
　これらの語とNOTが１つの英文中に存在していた場合に、「部分否定」になります。
「全部ではない、全部～というわけではない」という意味で考えます。
 ②全体否定とその形：「全部が（どちらも）～でない」という意味の否定を「全体否定」と言います。
　以下のような形式の違いがあります。not の位置は左右どちらでも構いません。
 部分否定：not ＋ 全体を表す語(all, both, 等)
 全体否定：not ＋ 一つ一つを表す語(any, either, 等)


(2)場合分けによる部分否定・全体否定
 ①２者の場合
  ２者を表すとは、「両方・どちらも」という意味です。AとBのうち、全体を表す語というのは、both[ﾎﾞｳｽ]となります。
　それに対して、「どちらか一方」という意味の語（一つ一つを表す語）はeither[ｲｰｻﾞ, ｱｲｻﾞ]を使います。    
 (a) I don't like both of these books.（部分否定）　「両方とも好きなわけではない」
 (a)' I don't like either of these books.（全体否定）　「どちらも好きではない」
  参考：「全体否定」を表すのに、neither（どちらも～ない）を用いる場合もあります。 
       (a)' = I like neither of these books. （この場合は、否定文にはしません）   
 ②３者以上の場合
  ３者以上であれば上限はいくつでも構いません。全体を表す語は「全部」ということですから、ALLを使います。それに対して、一つ一つを表す語は、「任意の」という意味でANYを使います。
 (b) I don't like all of them.     （部分否定）「全てが好きだというわけではない」
 (b)' I don't like any of them.    （全体否定）「どれも好きではない」
  参考：「全体否定」を表すのに、none（１つも～ない）を用いる場合もあります。 
       (b)' = I like none of them. （この場合は、否定文にはしません）   
 ③副詞の場合
  「全体」を表す頻度・程度を表す副詞には、次のような語があります。
      always(いつも), completely[ｶﾝﾌﾟﾘｰﾄﾘｨ]（完全に）, necessarily[ﾈｾｻﾘﾘ]（必ず）
  これらの語が否定の not と結びついて「部分否定」を表します。
  「全体否定」を表す語としては、never を使います。
 (c) I never go out on Sundays.（全体否定）「私は日曜日は決して外出しません」
 (c)' I don't always go out on Sundays.（部分否定）「いつも外出するわけではない」
参考：I always go out on Sundays.  （日曜日はいつも外出する）
重要：「部分否定」の訳し方：部分否定は独特の訳をします。覚えておくと便利ですよ。
  (c)' を例にとります。1.否定語がないものとして訳す→日曜日はいつも外出する
                      2.最後に「～というわけではない、～とは限らない」を添える
                    　　 完成→「日曜日はいつも外出するとは限らない」
(3)一覧表によるまとめ             

  　　部　分　否　定
    　全　体　否　定


  ２者の場合
  not...both / both...not
 （２つとも～とは限らない）
 not...either / either...not
 （どちらも～ない）
 ★neither も可能


 ３者以上の場合
 not...all / all...not
 （全てが～というわけでは
 　ない）
 not...any
 （どれも～ではない）
 [注]any...notの語順はない
 ★none も可能


   副詞の場合
 not...always
 not...completely
 not...necessarily
 （いつも～というわけでは
 ない/必ずしも～とは限ら
 ない）
 never
 （決して～ない）


 紙上：カルチャースクール
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